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中国地方の石灰石亀ドロマイト･マグネサイト

～その資源と利用～

はじめに

炭酸塩岩石とくに石灰岩はわが国でもっとも多量に

利用され近代工業社会にとってもっとも基礎的な原

料として重要な鉱物資源となっている.もともと石灰

岩とドロマイトは地球上に広く存在する堆積岩で全

堆積岩の15～20%を占めるとされている.しかしわ

カミ国ではこの比率ほど炭酸塩岩石は存在しておらず中

国地方もその例外ではないが秋吉台帝釈台阿哲台

大賀台だと'わが国屈指の石灰岩分布地域がありさら

に山口県蔵目喜地方周防地方島根県津相野地方

広島県瀬戸内島嘆部にも大小の石灰岩体の分布が知られ

ている.わが国のうちではもっとも石灰岩に恵まれ

た地方の一つといえる.

1.福灰岩の利用

観光資源としての石灰岩分布地域

石灰岩は炭酸カルシウムでできている単純な化学組成

の岩石で酸性の水に溶解されやすい性質をもっている.

広く石灰岩カミ分布する場合力ノレストとよばれる特異た

地形カミ発達する.'三角にとカミったラピエラピエが無

数に群カミったカレンフェノレドスリ鉢形に陥ち込んだド

リｰネドリｰネが連夜ったウバｰレなど目を楽しま

せてくれる珍しい風景は代表的なカノレスト地形であり

石灰岩地帯特有のものである.こうした大きな石灰岩

体に断層などの割れ目があり水カミ浸み込みその通路と

なる時には次第に大きく溶かされて洞穴を作る.

山口県の中央部のやや面よりにある秋吉台では約

130km2の面積にわたって典型的なカルスト地形が発
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達しておりわカ掴最大のカノレスト景勝地として昭和

30年国定公園にまたその一部は特別天然記念物にも指

定されている.秋吉台の地下には秋芳洞景清洞

大正洞祖ど多数の鐘乳洞がありそれぞれ独特な天然の

造型美を誇っている.

広島県の比婆郡と神石郡にわたって分布するカノレスト

台地｢帝釈台｣の中心部を帝釈川が流れている.観光

地として知られる帝釈峡は石灰岩が深くえぐられてで

きた大渓谷で東城町帝釈から下流の犬背までの5.5km

がその中心となっている.

岡山県新見市の南部に広がる阿哲台もまたカノレスト地

形がよく発達している.満奇洞羅生門鬼女洞井

倉洞花木洞などの鐘乳洞もあり観光および学術的価

値カミ高い.

鉱物資源としての石灰石

石灰岩は学術用語で炭酸ガルシウムカミ50%以上含ま

れる堆積岩に用いられる.これに対し鉱物資源とし

て取り扱われる場合には石灰石という用語が普通に使用

される.本文でも鉱床や鉱石を指す場合には｢石灰

石｣を用いている.近年石灰百の生産は急激に増加

の一途をたどり1972年のわカミ国の石灰石生産量は1億

3,420万トンに達した.一鉱種でこのような莫大狂生

産高をあげたものは過去に見当字ない.中国地方の争

を取り上げても1,880万トン(全国の14%)の石灰石が

生産され九州関東両地方に次いで第三位となってい

る.全国の生産がほぼ7年で倍増する比率となってい

るのに対し中国地方のそれはほぼ5年毎に倍増する傾
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策1表中国地方

地域

秋吉台地方秋吉台

西の台北部

酉の台南部

蔵目喜地方準困地区

蔵目喜地区

帝釈台地方

瀬所内憂鰯地区

阿哲台地方

北房地区

勝山北酉部

大賀台地方北部

南部

芳丼･目南地区

鳥取県若桜地区
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註1)塩酸不溶解残溢2)Ig.loss.

向と怒っている.中国地方内での石灰石生産は巨大

採掘場をもつ鉱山が集中する秋吉地方酉の台を有する山

口県がもっとも多く最近の生産増加率も高い.県別で

も福岡大分両県に次いで第3位中国地方全体の79%

を占める.

次いで阿哲台のある岡山県の生産カミ高い(中国地方の

19%).広島県の石灰石生産は低く年間24万トン程度

で中国地方の1.3%を占めるにすぎない.

石灰石の利用は多岐にわたっている.石灰石を主原

料とする代表的な工業の双壁はセメント工業(石灰石

の約60%を消費)と製鉄(約18%)で次いで土建用

石灰用タンカル･石粉製造などカミ続いている.石灰

石は金属鉱石と異なり含有される化学成分だけでなく

結晶粒の大きさ不純物の多寡により用途カミ制限され

る.

2.山口県の石灰岩

秋吉台地方美彌郡美東町秋芳町美彌市東部に

わたる秋吉台は東西約16km南北約7.5kmの平行四

辺形に近い大石灰岩台地で中央部を流れる厚東川によ

り西側の｢西の台｣(於福台江原台岩永台カミ含まれ

る)と東側の｢秋吉台｣(狭義)に分けられる.後

者の大部分は国定公園に指定されており(約45km2)

さらにその中のとくに重要な地域約14止m2は特別天然

記念物に指定されている.

秋吉台上にある秋吉台科学博物館の玄関前には小沢儀

明博士の胸像が建っている.小沢博士がフズリナ化石

の研究にもとづいて秋吉石灰岩層群を含む古生界の大

規模な横臥榴曲構造の存在を指摘したのは1923年であっ
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第2表中国地方の石灰石生産最
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た.とくに秋吉台東部の｢帰り水｣や西の台の江原付

近の化石帯の逆転構造の発見は画期的で以来50年後の

今目まで数多くの研究が続けられてきている.しかし

まだ未解決の問題も少匁くない.とくに石灰岩を主体

とする秋吉石灰岩層群とその周辺にある非石灰岩相の�
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語層灘との関係についてはまだ定説が征く意見は大き

く喰い違っている.

これまでの研究によると秋吉石灰岩層群はフズリナ

サンゴ腕足類など多くの化石群を産し古生界石炭

系下部から二畳系上部に属することが明らかになってい

る.局部的にごく薄いチャｰトや粘板岩層をはさむこ

とはあるがそのほとんどは高純度の石灰岩でほぼ

770mの厚さがある.

石灰石は灰白荏いし灰色激密質のものが多くしばし

ぱ魚卵状のものと角礫質のものがみられる.秋吉台

西端の於福付近と東端の長登付近には花こう岩質岩石

の貫入があり石灰岩は白色粗晶質に変質している.

秋吉台はわが国で最大の石灰岩台地であり西の台で

101億トン秋吉台(狭義)で147億トンの埋蔵鉱量カミ試

算されている.もちろんこの埋蔵鉱量中には国定公

園や特別天然記念物区域も含まれまたいろいろの理由

で開発できない部分もあるのでこれを差し引くと西の

台で約50億トン秋吉台で約40億トン計90億トンカミ

今後開発利用できる量と見込まれている.

酉の台の石灰石の化学成分を第1表に示した.全般

的に高純度の石灰石カミ多くみられ特定のものを除げば

鉄鋼用セメント用石灰用放との原料として第1級の

ものであろう.他地域とくらべ酸化マグネシウムり

ん鉄などの含有量がとくに低い点カミ注目される.

秋吉地方の石灰石鉱床開発の歴史は古い.明治中頃

にはすでに白色大理石の採掘が小規模ながら始められて

いる.その後大正5年民間第1号の小野固セメント

㈱による開発をはじめセメント用鉄鋼用石灰用の

石灰石および大理石の生産は増大の一途をたどりわ

が国の主要石灰石産地の一つとなっている.

秋吉台(狭義)が学術文化財そして観光資源として

その特異な景観をほこる一方酉の台では大規模採掘カミ

行なわれている.伊佐秋芳重安の3鉱山がその中

心てとの3鉱山で1,360万トン(昭和47年)の生産を

あげておりそれぞれセメント原料と鉄鋼用に消費され

た.このほか東亜大嶺薬価両鉱山が石灰用に採掘

中でありまた徳曹重安鉱山はセメント用に日本石灰

三和石灰吊和石灰の各鉱山は石灰用に石灰石を採掘し

た.

秋吉台は大理石の産地としてもわカミ国第一位となって

いる.酉の台地区の大理石は白大理石系カミ於福台の

西部と岩永台の一部そして江良にありいずれも貫入

火成岩による熱変成作用をこうむって生成された.と

くに於福台西部は細粒から数Cmにおよぶ結晶粒の白

色石灰岩と放っており一部はタンカノレ用に消費されて

いる.多数の大理石採掘場カミありそれぞれ数100な

いし数1,000トンの生産をあげている.於福台の代表

的な大理石鉱床として安藤大理石藤田石人安永大

理石関ケ原版の山樋之津台山片山厚保福岡石人

北原村上大理石の諾鉱山岩永台の白大理石系鉱山と
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して松下岩永岩永の両鉱山江良地区では福田白鷹

河野寺山などの鉱山がある.このほか酉の台では二畳

系上部とみなされる角礫状石灰岩が大理石として利用さ

れ江原入見などで採掘されている.

秋吉台(狭義)はその大部分カミ国定公園および特別

天然記念物に指定されているため採掘可能面積はせま

くこれまでも酉の台のよう荏大規模開発は行なわれた

ことはない.しかし台の一部は秋山石灰村田石灰鉱

山荏とで石灰用石灰石の採掘がまた大番福田経塚

黄華小桜松下赤郷村上秋吉などの諾鉱山で大理石

の採掘が行なわれている.

半田･蔵目喜地方

阿武郡福栄村の南部半田を中心に石灰岩台地があり

半田石灰岩とよばれ上部石炭系から中部二畳系にわた

るフズリナ化石の含有カミ認められている.

石灰岩は塊状無層理で魚卵状石灰岩細粒激密質石

灰岩石灰岩礫岩および粗晶質石灰岩の4種に大きく

区分される.石灰石の総埋蔵量ぱ2億2千万トンにお

よぶがうち約20%は粗晶質石灰石とみなされている.

半田石灰岩はまだ開発されていない.

一方半田地区の東方阿斌郡阿東町蔵目喜周辺にも石

灰岩の分布がある.この地区は古くから金属鉱床賦存

地域として知られ桜郷川井山行畑朝目などの諸

鉱山が石灰岩中に存在しスカノレン鉱物をともなう接触

交代鉱床として稼行された.石灰砦の大部分が白色粗

晶質と怒っているカミ東部の一部のみが熱変成をうけて

お一らず含有する化石から中部二畳系とみ放されている.

開発可能鉱量は約1億トンとされている.

本地区では生霊岡村両鉱山で石灰石カミ採掘され石

灰用原料に消費された.このほか阿武郡下には小規

模レンズ状の石灰岩体が散在しておりその一部は農業

用などに利用された(長尾･明木鉱山など).

周東地方

山口県の東南部の地質は南から領家帯中間非変成帯

三都帯の順に帯状に分布しているがこれらには諸所に

レンズ状の石灰岩体力癖在している.領家帯と三都帯

の石灰岩は多くの場合綱粒結晶質とたっており化石を

産しないのに対し非変成帯の石灰岩の一部は微晶激密

でまれに化石が発見されることがある.

下松市東北方の領家帯中の石灰石を採掘している鉱山

に白石灰場大藤谷舟岩土本瀬戸稔の諾鉱山があ

りおもに石灰製造用に利用されてきた.

非変成帯中の石灰石鉱床は岩国市と玖珂郡下に散在し

ている.御庄鉱山がその代表で石灰用に石灰石を採掘

している.御庄鉱山以外ほいずれも現在休止中である

カミ年産数100トン程度の小規模鉱床で一部は石灰用

に一部は大理石に利用した.揚井平岡磯田片

山藤川の諾鉱山カミある.昭相27年から47年まで下

松地区で約15万トン岩国地区で約20万トンの生産が記

録されている.

3.広島県の石灰岩

広島県下には県の東北部にある帝釈石灰岩台地と

瀬戸内海島喚部およびその他の古生層分布地域に散在

する石灰岩の小岩体カミありいずれも二畳一石炭系に属

微吉台広大なカレンフェルト止.ドリｰ

ネ群カミ規則正しく配列し石灰岩の地質構造

をとぐ鍵となる.アジプ最大のカルスト台

地と言われる秋吉台の地下には数々の鐘乳洞

のあることでも有名立ある.(撮影征井義

郎)�



一52一

している.

帝釈台地方:著名な石灰岩台地で前に述べたように

台地を貫流する帝釈川の渓谷は名勝帝釈峡として知ら

れている.帝釈台の石灰岩は化石を多産することでも

有名で調査研究もよく行恋われてきている.それに

よると台を構成する石灰岩層は石炭系の帝釈川層灘と

二畳系の東宇山層灘に属し場所によって輝緑凝灰岩や

チャｰトをはさみまたこの両層灘の間は不整合となっ

ている.また上部石炭系の永明寺層の上半部にはウｰ

ライト(魚卵状)石灰岩がよく発達している.帝釈台

の西方西城町の南方などに花こう岩体が広く露出し古

生層と接する部分では著しい熱変質を与えており台西

部の竹森末渡大滝地区などでは石灰岩はすべて粗晶

質となっている.

帝釈台の石灰石は化学成分的にはきわめて純度が高い

が一般に結晶度が高く微晶綴密貿石灰石は小柱い.

台を構成する石灰石の総埋蔵量は莫大で数10億トンに

達するであろうが地形と石質からみて東城川に沿う

地域と為重谷北酉地域が大規模開発に適すると考えら

れている.両地域とも非変成の綴密貿石灰石で構成さ

れて括り鉄鋼用をはじめ利用価値カミ高い.この両地

域の埋蔵鉱量はそれぞれ3億3千万トンおよび3億4

千万トンと試算されている.

現在帝釈台地方で稼行されているおもた石灰石鉱山

は茅平国光久代清常夏森の4鉱山でいずれも粗

晶質石灰石を年間約20万トンを採掘し粉砕してタンカ

ノレを製造している.

瀬戸内島娯部:呉市白竹山から下蒲刈島上蒲刈島に

のびさらに大崎上島三原地区につづく古生層が分布

しているがこの古生層中にはレンズ状の石灰岩層が挾

在している.広島型花こう岩の迷入の際石灰石はすべ

て白色粗晶質に変質されている.化学成分上からはき

わめて良質でタンカノレ用とセメント用に採掘された.

現在は大崎上島の岩白上蒲刈島の幸中屋両鉱山だけで

年産35,000トン程度であるが最盛期には約20個所の採

掘場があり稼行された.呉市の広鉱業所国光小坪

藤原下蒲刈島の幸地屋上蒲刈島の国光向浦第一･第

二伊達中国石灰神島向浦幸中屋第二･第三谷

村大崎上島の中野岩白上杉共同大崎島の諾鉱山

で昭和27年以降47年まで約260万トンの石灰石を生産

した.

その他の地区:帝釈台の南方甲奴郡と神石郡下には

レンズ状の石灰岩がありその一部は石灰用原料に採掘

された.甲奴町の住田上下町の渡辺の2鉱山が代表

的である.

4.岡山県の宿灰岩

岡山県下の石灰岩はおもに県の北西部に広く分布する.

その代表的なものは阿哲台と大賀台である.

阿哲台とその周辺:阿哲台は秋吉台帝釈台と.とも

に大石灰岩台地として知される.新見市の東南部に東

西約18km南北約8kmにわたって広大な石灰岩台地が

発達してその一部にはドリｰネウバｰレなどカノレス

ト地形がみられまた満奇洞羅生門鬼女洞井倉洞

秋吉台典型的なカノレスト台地.台地へ

登る斜面は急崖と准っているが台地面はゆ

るくうねったおだやかな地貌を示す.また

台地上では流水は救い.カレン(ラピエ)�
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花木洞などの鐘乳洞もあり観光および学術的価値も高

い.

今村らによると阿哲台石灰岩は下から石炭系の光速

層群下部～中部二畳系の佐伏層灘上部二畳系の湯川

層灘に区分されさらに各層群は2･3層に細分される.

地層はほぼ東西方向の走向を示し帯状に分布している.

鉱床としての石灰岩はおもに光速層群上部の小谷層上部

佐伏層群および湯川層群下部とみなされ微晶激密質

礫質細粒～中粒結晶質汝どの岩相をもつ石灰石を対象

としている.阿哲台石灰岩の中にはこの化けい質あ

るいは粘土質の石灰石もみられるが資源的価値に乏しい.

阿哲台地方でもっとも利用されているものは灰白色綴密

貿石灰石で化学成分上からも高純度のものが多くセ

メント用鉄鋼用をはじめ多方面に利用されている.

阿哲台の西北隅には花こう岩の迷入カミみられこれに接

する石灰石はすべて粗晶質に変成されている.純白狂

ものが多くタンカル製造に利用される.

昭和47年当時操業中の石灰石鉱山は27鉱山で総計

268万トンの生産があり休廃止鉱山を含めれば阿哲台

地方には約60の石灰石鉱山がある.代表的なものでは

セメント原石を採掘している小野田阿哲鉄鋼用低りん

石灰石の日鉄井倉山喜両鉱山で年間約170万トンの生

産があり石灰製造用には白谷中山新中草間草間

鈴木石蟹の諾鉱山で年間約25万トンタンカノレ製造用に

は備北三共正田中国阿哲金附山三井井ノロ

三共本郷白鳥三共金附丸山第二第二小川原三

共牛丸丸山唐津の諾鉱山で年間約30万トンの石灰石が

採掘されている.たおこのほか最近まで採掘された鉱

山として石灰原料を生産した鈴木田尻大同タンカ

ノレ用の大沢宮城東邦花木山丸山第一三共馬塚田

尻小川原の諸鉱山カミある.

阿哲台地方は秋吉台地方に次ぐ大理石の産地としても

有名である.滝根山陽井倉野第四新中井倉野鈴

木千間唐松の諸鉱山が操業中で昭和47年には約

27,000トンの原石が採掘され角材や人工大理石用の砕

石として出荷された.このほか友茂カナリヤ井倉

野第一阿哲井倉広石ニツ木横内の諾鉱山でも大

理石カミ生産された.

大理石の銘柄は下のようである.

黄一黄褐色種……カナリヤ黄金蔦(テラゾｰ用砕石が多

い)

赤色種……赤竜(灰黒色中の赤色模様)

灰黒色種……黒雲白雲黒更紗(石灰角礫岩が多い)

白色種……寒水石(粗晶質純白灰石)

足立地区は阿哲台の北方にあり足立駅北方の浦野川

と芋原を結ぶ線の北側に石灰岩カミ分布している.地質

の上から三郡変成岩帯中の石灰岩層とみなされ淡灰

色微晶質の石灰岩からなる'化石は発見されておらず

しぱしば片理を示す縞模様がみられる.足立中国足

立両鉱山が操業中で鉄鋼用および石灰用に年間約50万

トンの石灰石を採掘し大阪鋼灰伯備の両鉱山もかつ

て石灰用にそれぞれ年間数千トンを産出した.

阿哲台の東に隣接する上房郡北房町地区にも下部～

中部二畳系に属する石灰岩層が比較的広く分布している.

微晶綴密質の石灰石で化学組成も安定しておりセメ

ント用鉄鋼用をはじめいろいろの使用に適する.大

秋吉台カレンフェルトに散在する石灰岩

塊の一つ一つぼカレ:■(またはラピエ)とよ

ばれ石灰岩の浸食作用の過程でできる.

表面の模様やすじのつき方はカレンにより異

なり個性的であり芸術的ですらある.

(撮影正井義郎)�
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規模な開発には適さ在いカミ中規模開発には皆蔀地区

能楽一野々倉地区井殿一鍾乳穴地区が適すると期待さ

れている.現在中山第二鉱山カミ稼行中で年間約36万

トンの石灰石を採掘し石灰原料として消費されている.

また山田中井鉱山もかつて採掘された.

大賀台とその周辺:県西部の川上郡成羽町と備中町

にわたって石灰岩台地が分布しており大賀台と総称し

ている.大賀台の北部にあたる成羽町北部から備中町

富家地区にいたる地域の石灰岩相は中村石灰岩層非石

灰岩相は富家層と名付けられている.中村石灰岩層は

秋吉石灰岩層と同じように下部石炭系から上部二畳系

にいたる化石帯が識別されているカミ上部石炭系は欠除

している.

一方大賀台南部の石灰岩を主体とした地層は岩相

層序および古生物学の立場から上･下に2分され下

部を高山石灰岩層灘上部を宇治層群と名付けられてい

る.高山石灰岩層灘はさらに下部の輝緑凝灰岩層中

部の石灰岩層上部のチャｰト層の3層に区分される.

石灰岩層の厚さは250m以上と推定されており含まれ

る化石帯の研究から下部二畳系に属するとされている.

これに対し宇治層群は高山石灰岩層灘とは不整合関係

で重なり上部二畳系に属する化石帯を含む石灰質頁岩

を主体とし7層準に石灰岩礫岩を挾在している.部

分的には上位の宇治層群が見かけの下位にある関係が

みられ多くの衝上岩体カミ知られている.

大賀台の石灰石は灰白放いし灰色綴猫質で化学成分

上もCa054～55%で安定し不純物も少ない.セメ

ント用鉄鋼用をはじめあらゆる用途に適すると思われ

るが地理的に恵まれているとはいえず開発はおくれ

ている.大賀台北部では中規模程度で開発可能な個所

カミ10地域採掘可能鉱量5～6億トン大賀台南部では

同じく10地域で約7億トンと見込まれており岡山県

下では新見･阿哲地区と並ぶ重要な石灰石鉱床賦存地

区といえる.昭和27年から47年まで採掘された石灰石

畳は11鉱山で約43万トンにすぎずほとんど未開発の

ままである.現在稼動中の鉱山は有賀山宝石灰両

鉱山のみであるが地頭芳賀羽山成羽三次など

の諾鉱山も最近まで生産があった.埋蔵鉱量や採掘条

件から北部の用瀬之岳地区南部の磐窟渓および前谷地

区が将来大規模開発拠点となる可能性がある.

その他の地区:真庭郡勝山町北酉部の三郡変成岩カミ分

布する地方に街上した古生層があり石灰岩層が発達し.

八坂鬼穴付近から東方に名勝神庭の滝を経て竹原ま

で断続して露出ナる.石灰石の晶質は良女子でCa054

～55%低りん質で不純物カミ少なくセメント用鉄

鋼用に適するが石灰石鉱体はレンズ状ないし塊状で数

万～数10万トン級のものカミ多い.1,000万トンを超え

る鉱体は神庭の滝を含む地域のみで全体でも2,000

万トンにみたずこの地方での大規模開発は望めない.

広島県境に近く後月郡芳井町の北部目南と石草に

わたった露出する石灰岩は目南石灰岩層とよばれ輝緑

凝灰岩の薄層を挾在する.含有されている化石から石

炭系に属するとされている.淡灰色激密質の石灰石で

C･055%で安定し不純物の少ない高品質鉱が数億ト

ン埋蔵されていると見込まれている.現在芳井鉱山が

年間55万トンの石灰石を生産し鉄鋼用に消費されてい

る.

5.島根県と鳥取県の眉灰石

津和野地方には非変成古生層の山口層群益田地方に

は三郡変成帯が分布しておりいずれも小規模な石灰岩

層を伴っている.津穐野地方の石灰岩レンズを採掘し

て石灰焼成用の原料を供したものに大羽大年鹿足

青原目原校との採石場があるが現在はいずれも採掘

されてい狂い.三都帯の石灰岩体を採掘しているもの

に熊の山鉱山カミあり年間約8,000トンの石灰石を生産

している.このほか広島県境に近い邑碧郡羽須美村に

は広島県作木地方に分布する非変成帯に属する古生層と

一連のものカミ露出し挾有されるレンズ状石灰岩体の一

部が上ケ畑鉱山としてかつて採掘された.

鳥取県下では八頭郡八東町と若桜町周辺で三郡変成岩

中のレンズ状石灰岩体カミ石灰用に使用され藤原および

若桜両鉱山がかつて開発されたがいずれも規模は小さ

い.

6.ドロマイトとマグネサイト

ドロマイトはごく普通に石灰岩層に伴われてわが国

の各地に産出し鉱物資源として利用されている.中

国地方は石灰岩層が広く大規模に分布するにもかかわら

ず顕著なドロマイト層は例外的に少ない.秋吉台を

はじめとして帝釈台南哲台大賀台などの大石灰岩分

布地域にはドロマイト層はみられず山口県周東地方の

レンズ状の石灰岩体中にドロマイトの産出が認められて

いるにすぎず過去に生産されたこともない.

山口県下松市にある舟岩鉱山は変成古生層の玖珂層

群中の石灰岩を採掘しているが同岩体中にはそれぞれ

15mと7皿の厚さをもつ2層のドロマイト層が確認され

6万トンの鉱量が報告されている.このほか岩国市の

御庄藤野両鉱山の石灰岩体中にもドロマイトの存在が�
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報告されているカミその詳細は不明である.

これに対し蛇紋岩の一部が変質しマグネサイトやド

ロマイトを生成し鉱床を形成する場合があり山口県東

防地区岡山県大佐地区および福渡地区がその例として

知られている.

山口県東防地区では玖珂郡美川町から徳山市道谷に

いたる東西約15kmにわたり一連のマグネサイト鉱床

がみられ今までわカミ国で知られているこの種の鉱床で

は最大の規模を有する.マグネサイト鉱床は三郡変成

岩を貫ぬく蛇紋岩中にその一部を交代し5～50mの

幅の不規則脈状校いしレンズ状で蛇紋岩の下盤に形成さ

れていることが多いカミときには千枚岩質粘板岩申に小

レンズ状で存在する.岩目線河山駅西方の沢を東限と

し西方に崩ガ谷鳴谷野谷須万橘ガ谷奥畑

出合遣谷の各地に鉱床の露出カミ認められているがこ

のうちもっとも代表的なものは鳴谷地区である.

マグネサイト鉱石は淡黄褐色堅硬綴密でマグネサイ

トと細粒の石英から構成されている.このためマグネ

サイト鉱石としての品位は低くけい酸の多い点が耐火

物原料などへの利用上大きな難点とたっている.

岡山県阿哲郡大佐町地区のマグネサイト鉱床は小坂部

川の河岸に露出している.比較的高品位でマグネサイ

トとドロマイトを主要鉱物とする川東地区の鉱床とほ

とんどドロマイトからなる川西地区のものがある.し

かし鉱床の規模からみて資源的価値は疑問視されている･

岡山県福渡町北方の御津郡建部町三明寺と入野には

蛇紋岩中に不規則塊状のドロマイト鉱床があり乳白～

灰色でMgO平均20%の分析結果カミ得られているカミけ

い酸カミ数%含有されるのでマグネサイトも含有されて

いるものと思われる.三明寺入野両鉱床合計で100

万トンに達する鉱量が算出されているがまだ未開発で

ある.

(筆者らは鉱床部･技術部)
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